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　　　　　　　1．目　　　　的

　檀物性材料の延焼性について，材料の空間分布が連続

である場合を第／報ωで取扱ったが，ひきつ㌧いて空問

分布に不連続性がみられる場合の延焼性を実験した．

山火事で，草生地の火災は，分布が連続とふつうみなせ

るとしても，樹冠火などの場合は，林木から林木へ燃え

うつる際に，不連続性があらわれて，延焼に手間どるこ

とがある．これはつまり，林木の個体密度と延焼性の関

係になる．それを解明する手が㌧りとして，材料と状況

を単純化して，模型的実験をこ㌧ろみた．

　不連続な材料の延焼性については，金原博士（2）が，マ

ッチの軸木を基盤目にたてならべて，実験を試ろみたこ

とがあるが，それは延焼図形一無風時と有風時の延焼

パケーノの相違　　を明らかにする目的であって，材料

の分布密度による延焼速度の変化に関するものではなか

った．

Fig．1．実験装置
An　apParatus　for　experiments
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　Fig．2．密度パターンの例（方眼：2．25cm2）

Examples　of　disposition　pattern　of　straw　sta1ks

　　　　　　　2．実　験　方　法

　／．材料は市販の麟びき紙ストロー（φ5mm，重量

18．4mg／cm）を約3cm長に切断して，垣温乾燥器で全

乾にした．

　2．装置は，スレート板に，紙ストローを接着剤で・

計画密度になるよう，垂直に多数檀えつけた．ストロー

林帯の幅4～5cm，長さ40cmで，延焼測定区間は30

cmとし，0（始点），／5，30cmの3点をマークし（図

／），初期燃焼の不揃いをさけるために，始点から約5

Cmはなして点火した．

　3．測定は，全乾の試料を一工作中に多少の吸湿は

さけられぬ一r無風の室内で，水平面上で点火，延焼

させた．時間はStOp－watchではかる．

　4．植えつけ密度を幅広く変化させるために，図2の

ようにいろいろパターンを変え，ストローが縦横とも互

いに接触する極限密度から，辛うじて延焼がつ㌧く密度

まで（本数にしてd．89～4．5本／cm2の範囲）を測定した

　5．／5cmと30cmの距離の延焼所要時間を平均した

うえ，平均延焼速度（cm／sec）を算出した．

この研究は昭和35年度文部省科学研究費（各個巴申
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Tab1e／・不連続な材料の密度一延焼速度試験
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combustib1es．
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Fig．3．紙ストロー植付け密度と延焼速度との関係

Relat1ons　between　sta1ks　dens1ty　and　f1ame

advancing　ve1ocity

3．結　果　と　考　察

　植栽密度が089～45本／cm2の範囲の測定値を表　／

にしめす．延焼速度と植付本数を両軸にとりグラフにす

ると，図3にみるとおり延焼速度が最大になる密度が存

在し，本数がそれより多くても，少なくても，延焼速度

がおちることが明らかになった．

　この現象は，つぎのように説明できるであろう．植付

け密度が多いあいだは，連続な材料の延焼の場合（第／

報（1〕）と同じ法則にしたがって，密度が小になるにつれ

て延焼速度がはやくなるが，植付け密度を段々あらくし

ていくと，やがて個体から個体へ燃えうつる際に，不連

続なために延焼に停滞がおこりはじめ，一層個体密度を

あらくすると，停滞はいよいよ顕著になり，それからさ

きは個体密度が小になるにつれて，延焼速度は急速に低

下する傾向に転じる．密度のどの部分に最大延焼速度が

あらわれるかは，試料の種類・形状・含水率と，燃焼規

模・風速などに応じて変化することが予想され，さらに

実験をかさねないと，定量的な数値を算出するのは困難

である．

　この問題を山火事にひきなわすと，林木構成・乾燥度

・風速に応じて，延焼速度が最大になる個体密度が存在

するとすれば，それを実験的に明らかにすることによ

り，大火災の被害を軽減させる可能性がうまれるであろ

う．

　　　　　　　4。ま　　と　　め

　1．植物性材料の延焼性について，材料の空間分布が

不連続な場合の延焼性の実験をした．山火事の樹冠火な

どで，延焼の不連続性がみられる．

　2．装置は，長さ3cmの麟びき紙ストロー（全乾）

を，接着剤で板上に林立させたもので，林帯は偏4～5

cm，長さ40cm．延焼測定区間は30cmである．

　ストロー植付密度を0．89～4．5本！cmゴの範囲で変化さ

せたところ，図3のように，延焼速度が最大になる密度

があり，本数がそれより多くても，少なくても延焼速度

は低下する．

　この現象は，高密度の部分では，連続な材料の場合と

同じ現象（延焼速度は密度に反比例）があらわれるが，

低密度の部分では，不連続性にもとづく延焼の停滞があ

らわれ，ある密度以下では，延焼速度が急速に低下する

傾向に転じるものと考えられる．
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Sunllnary 

As a part of his studies on the reJations between fuel density and flame advancement of fires, 

the author reports, in this paper, a series of model combustion experiments. He prepared model 

woodbelts, made of paper straws, disposed regularly on a asbestine board in a proposed density 

ranging from 0.89 to 4.5 stalk/cm2. He kindled it and measured average fire advancing velocity 

of each model. A fuel-density'¥'fire-advancing-velocity curve is sl~LOWn in Fig. 3. It reveals that 

the most advancing velocity will be seen at the moderate density of straw sta]ks, and that it 

will decline sharply in the lower density, due to hindrance in spreading fires. 


